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報告 

継続的な交流と省察を通じた“社会における個人”の理解の深化 

 

 岐阜大学医学教育開発研究センター  西城卓也 

 

一般に、地域における多様な市民との交流は、低学年の医学生の医療を取り巻く視野を

広げ、生活者の世界への理解を深め、学びの動機を刺激し、コミュニケーションスキルを向上

させることが知られている。急速な近年の少子化・核家族化の中で、医学生が年齢や生活背

景が異なる市民とのコミュニケーション経験が不足し、実習においても適切なコミュニケーショ

ンを取れないことが我が国では課題となっている。我々は、市民との継続的なコミュニケーショ

ン実習を通じ、如何なるプロセスで医学生がコミュ二ケーションを試み、社会における自己を

理解するのか、そのプロセスを追い続けている。 

岐阜大学医学部では、医学生一年生が6週間の地域体験実習に参加し、4つの施設に分

かれ、毎週半日の実習を６週間行う。施設は、マタニティクリニックや、診療所、保育所とさま

ざまである。各施設でパートナーとペアになり様々な交流を図り、その交流を通じて、社会や

自己の人生や存在について省察を促すのである。実習後は e-portfolio へ振り返りを記述し、

教員からのコメントを得るようになっている。 

彼らの学びには、大きく分けて２つのテーマが存在する。第一に、コミュニケーションにおけ

るクライアント中心性の理解である。すなわち、対話を通じて、自己の立ち位置のシフトを経験

する。第二に、社会的存在としての繋がり・拡がりである。すなわち、交流を通じて、世界観・

人生観の拡散と社会的存在としての自己認識を再形成するのである。またこれら二つのテー

マは相互に影響しながら段階的に深化することも見逃せない点である。 

本講演では、医学生が、様々な地域住民との継続的交流体験を通じて、コミュニケーショ

ンスキルや社会存在としての自己の理解を如何に深化させるのか議論したい。 
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